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　僕は、今回このホームステイ事業に参加

して本当に良かったと思っています。

　言葉や文化が違うところへ行くのは不安

でしたが、台湾の空港に着くとそんな気持

ちもなくなり、台湾の人たちの温かさに包

まれていました。

　台湾で過ごした一日、一日、そして瞬

間、瞬間が思い出としてよみがえってきま

す。特に食事では、食べる前は｢辛
から

いのか

･･･｣と少し抵抗がありましたが、実際に食

べてみると｢辛いけどおいしい｣と思うよう

になりました。

　市場に行けば店の人が明るく接してくれ

ました。そして、何よりもパートナーに

なった友人とその家族の温かさは忘れられ

ません。一緒に生活していく中で、僕のこ

とを一番に考えてくれていることが分りま

した。

　台湾の人たちとの交流を通して、自分

自身が成長していると実感できました

し、｢人種｣や｢言葉｣という壁をこえた交

流ができたと思います。

　本当に楽しく、嬉しく、別れるのが辛
つら

かった7日間は、僕の宝物の一つになりま

した。

　最後に、このような交流事業に参加する

機会を与えていただき、本当にありがとう

ございました。謝謝。

美浜中学校

２年

　前田 健吾 さん

○7日間の滞在を終えて

8
月
3
日(

火)
8
月
2
日(

月)
　

石
門
郷
内
に
あ
る
台
湾
電
力
原
子
力
発

電
所
と
石
門
風
力
発
電
所
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
台
北
県
政
府
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
台
湾
で
の
最
後
の
夜
と

な
っ
た
た
め
、
歓
送
会
で
は
明
日
別
れ
る

寂
し
さ
か
ら
涙
を
浮
か
べ
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。

　

石
門
郷
役
場
で
の
送
別
会
の
後
、
台
湾

桃
園
国
際
空
港
へ
行
き
、
生
徒
た
ち
は

パ
ー
ト
ナ
ー
に
見
送
ら
れ
日
本
へ
の
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
、
台
湾
で
の
思
い
出
が
溢
れ

出
し
、
涙
の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
、
生
徒
た
ち
は
異

な
る
言
語
や
文
化
等
に
触
れ
、
初

め
て
の
経
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

多
く
の
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
出
発
前
よ
り
も
た
く
ま
し
く

な
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
通
し

て
育
ん
だ
友
情
は
、
彼
ら
の
生
涯
の

財
産
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
1
月
に
は
、
さ
ら
な
る
交
流

を
築
く
た
め
に
石
門
国
民
中
学
校
の

生
徒
が
本
町
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

●
歓
送
会
で
美
浜
中
の
み
ん
な
で
、
校
歌

と｢

ふ
る
さ
と｣

を
歌
い
ま
し
た
。
歌
い
終

わ
り｢

明
日
で
お
別
れ
か･･･｣

と
思
う
と
泣

け
て
き
ま
し
た
。
駆
け
寄
っ
て
き
て
く
れ

●
今
日
は
泣
か
な
い
と
決
め
た
の
に
、
結

局
最
後
に
は
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
別

れ
は
辛
い
け
ど
、
来
年
の
1
月
に
ま
た
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
こ
の
7
日
間
で
台
湾
の
文
化
や
言
語

等
、
日
本
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
7
日
間
で
一
生
の
大
切
な
思
い
出
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
の
1
月

●
発
電
所
の
発
電
方
法
は
、
美
浜
の
発
電

所
と
は
違
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
発
電
所

内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が
あ
り
、
そ
の

名
前
や
操
作
方
法
を
す
べ
て
覚
え
る
の
は

大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

た
台
湾
の
友
達
が
、｢D

o
n
't cry｣

と
声
を

か
け
て
く
れ
、
ま
た
泣
き
ま
し
た
。

明日の別れを考えると思わず涙が･･･(歓送会)

に
石
門
郷
の
友
達
が
美
浜
に
来
た
時
は
、

日
本
の
文
化
や
言
葉
を
た
く
さ
ん
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
ま
た
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
台
湾

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

君に会えて本当に良かった。来年また会おう！
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国
勢
調
査
は
、
法
律
に

　

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す

　

10
月
1
日
、
平
成
22
年
国
勢
調
査

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

我
が
国
が
人
口
減
少
社
会
と

な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調

査
で
あ
り
、
日
本
の
未
来
を
考
え

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

最
新
の
人
口･

世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
環

境
整
備
、
雇
用
対
策
、
経
済
政

策
、
交
通
計
画
等
、
住
民
が
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
「
統
計
法
」
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
、
10
月
1
日
現
在
、
日
本
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
行
う

国
の
最
も
基
本
的
で
大
規
模
な
統
計
調
査

で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
等
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
調
査
へ
の
回
答
は
本
法
律
に
よ
り
国

民
の
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
9
年
以
後
、
5
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
今
回
の
国
勢
調
査
は
19
回
目
と
な
り

ま
す
。

調
査
員
が
皆
さ
ん
の

  　
　

お
宅
を
伺
い
ま
す

　

9
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お

宅
を
伺
い
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同
封
し
て

あ
る
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
を
よ

く
読
ん
で
、
黒
え
ん
ぴ
つ
で
も
れ
な
く

記
入
し
、｢

調
査
書
類
収
納
封
筒｣

を
用
い

て
、
封
入
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

10
月
上
旬
に
、
再
び
調
査
員
が
調
査
票

を
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
中
不
在
が
ち
な
世
帯
の
た
め

に
、
調
査
票
を
郵
送
で
提
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
郵
送
の
場
合
は
、｢

郵
送

提
出
用
封
筒｣(

切
手
不
要)

に
調
査
票
を
入

れ
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

調
査
事
項
は
次
の
20
項
目
で
す

　今年は5年に1度の国勢調査の年です。

10月1日を調査日として国勢調査を実施します。
　調査の意義と重要性をご理解いただき、

　　　　　　　　　　　ご協力をお願いします。

｢ 国勢調査は みんなで描く 日本の自画像 ｣国勢調査のイメージ ･ キャラクター

世
帯
員
に
関
す
る
項
目

⑩
就
業
状
態

⑪
所
属
の
事
業
所
の

　

名
称
及
び
事
業
の

　

種
類

⑫
仕
事
の
種
類

⑬
従
業
上
の
地
位

⑭
従
業
地
ま
た
は
通

　

学
地

⑮
従
業
地
ま
た
は
通

　

学
地
ま
で
の
利
用

　

交
通
手
段

①
氏
名　
　
　

②
男
女
の
別

③
出
生
の
年
月　

④
世
帯
主
と
の
続
柄

⑤
配
偶
の
関
係　

⑥
国
籍

⑦
現
在
の
住
居
に
お

　

け
る
居
住
期
間

⑧
5
年
前
の
住
居
の

　

所
在
地　
　

⑨
在
学
、
卒
業
等
教

　

育
の
状
況
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（％） 

昭和 30年 

昭和 40年 

昭和 50年 

昭和 60年 

平成 7 年 

12.0% 66.2% 

19.8% 

25.0% 

29.2% 

27.4% 59.3% 

55.0% 

41.9% 

29.2% 

21.8% 

51.0% 

33.1% 

15.8% 

13.3% 

7,352 人

7,134人 

7,069 人 

7,159 人 

6,637 人 

〈総数〉 

平成 17年 21.6% 67.5%10.3% 5,692人0.6%

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
は

　
　
　

固
く
守
り
ま
す
！

　

調
査
関
係
者
が
調
査
の
結
果
を
他
人
に

も
ら
し
た
り
、
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外

に
調
査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
秘
密
の
保
持
の
徹

底
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
厳
重
に
管
理
し
、
集
計
が
完

了
し
た
後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
再
生
紙
と

し
て
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
へ
の

個
人
情
報
保
護
の
徹
底

　

調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査

員
は
、
市
町
村
長
の
推
薦
に
基
づ
い
て
総

務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務

員
で
す
。

　

個
人
情
報
の
保
護
を
一
層
徹
底
さ
せ
る

た
め
に
調
査
員
用
に｢

個
人
情
報
保
護
マ

ニ
ュ
ア
ル｣

を
作
成
し
、
世
帯
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
意
識
に
対
す
る
適
切
な
対
応
方
法
、

守
秘
義
務
、
世
帯
が
提
出
し
た
封
筒
の
取

り
扱
い
、
調
査
票
の
厳
重
管
理
等
に
つ
い

て
の
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

33.6% 
27.1% 21.6% 20.0% 16.5% 

58.3% 

62.7% 66.3% 66.0% 

62.5% 

21.0% 

14.0% 12.1%10.2%

8.1% 13,358 13,092 13,384 
12,362 

（人） 
14,778 

昭和 
30年 

昭和 
40年 

昭和 
50年 

昭和 
60年 

平成 
7年 

12.8%

59.9%

27.3%

平成
17年

11,023

● 町の人口の推移

● 町の就業構造の推移

国勢調査から分かる｢町の変化｣

町企画政策課（担当：大同）
　☎３２‐６７０１

※お問い合わせ先　

調査結果は平成23年
　2月から公表されます

　調査結果は、総務省統計局の
ホームページに掲載されます。
　ホームページアドレス
　　http://www.stat.go.jp/
　また、結果を取りまとめた報告
書を閲覧することもできます。

世
帯
に
関
す
る
項
目

④
住
宅
の
床
面
積

⑤
住
宅
の
建
て
方

①
世
帯
の
種
類

②
世
帯
員
の
数

③
住
居
の
種
類

●
封
入
提
出
に
よ
る
提
出

　

調
査
員
に
調
査
票
を
提
出
す
る
際
は｢

調

査
書
類
収
納
封
筒｣

を
用
い
て
、
封
を
し
て

提
出
す
る
方
式(

封
入
提
出
方
式)

を
導
入
し

ま
し
た
。

　

提
出
す
る
前
に
、
記
入
漏
れ･

記
入
誤
り

が
な
い
か
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

身近な生活に
活かされる調査結果

●法律等に基づく利用
　議員定数の決定や地方交付税の
算定、市の設置等に利用
●行政基礎や教育への利用
　将来人口の推計、出生率等の人
口分析、学術研究のほか、小中学
校等の教育用資料として利用
●行政施策等への利用
　少子高齢化社会に対応した政策
や防災対策等のまちづくり計画に
利用
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防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

～ 
9
月
1
日
は
、
防
災
の
日
で
す 

～

◆ 

防
災
の
日
と
は
？

　

大
正
12
年
9
月
1
日
は
、
十
数
万
人

の
死
傷
者
を
出
し
た
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
す
。
ま
た
、
9
月
は
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
震
や

風
水
害
等
に
対
す
る
心
構
え
等
を
育
成

す
る
た
め
に
、
9
月
1
日
は｢

防
災
の

日｣

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

｢

防
災
の
日｣

を
含
む
１
週
間
は
、
防
災

週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
全

国
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
台
風
や
大
雨
を
な
く
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害

に
備
え
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

美
浜
町
で
は
、
平
成
11
年
に
時
間
雨

量
95
ミ
リ(

観
測
史
上
最
大)

、
平
成
17

年
に
も
時
間
雨
量
80
ミ
リ
と
猛
烈
な
雨

に
襲
わ
れ
、
耳
川
の
河
原
市
水
位
観
測

所
に
お
い
て
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
、

床
上･

床
下
浸
水
や
道
路
冠
水
、
土
砂

崩
れ
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

◆ 

美
浜
町
で
の
大
雨
の
被
害

◆ 

風
水
害
対
策
は
気
象
情
報
か
ら

　

気
象
情
報
は
、
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る

最
も
身
近
な
防
災
に
関
す
る
情
報
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い

場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う
。

平成17年の大雨により床上浸水した了賢寺(佐柿)

《 安全のチェックをしましょう 》
　風水害が起きた時に慌てることなく冷静に対応するためには、日頃から住んでいる地域の状況を知
り、備えることがとても大切です。
　また、この機会に家の周りの安全もチェックしておきましょう。

ベランダ
　□植木鉢や物干しざお等、
　　落下の危険が高い物は防止
　　策をする

外壁
　□亀裂、腐り、浮きはないか

雨どい･雨戸
　□雨どいに落ち葉や土砂が詰まって
　　いないか
　□継ぎ目のはずれや塗装のはがれ、
　　腐りはないか
　□雨戸にがたつきやゆるみはないか

塀
　□ブロック塀にひび割れや破
　　損箇所はないか
　□板塀にぐらつきや腐りはないか

屋根
　□ひび割れ、ずれ、はがれ
　　 はないか
　□トタンにはがれはないか

U字溝･側溝
　□ごみや土砂等で詰まってい
　　ないか。破損箇所はないか
　□普段から掃除して水の流れを
　　よくする

□ガスボンベやテレビアンテナは固
　定されているか
□家の回りで飛ばされそうな物はす
　べて室内に取り込むか、固定する
　等の飛散防止策をする
□商店等では看板のぐらつきにも注
　意する

窓ガラス
　□ひび割れ、窓枠のがたつきはないか
　□強風による飛散等に備え、雨戸を取
　　り付けたり、網入りガラスを使用し
　　たり、応急的に外側から板でふさぐ
　　等の処置をする


